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■ ２月本会議代表質問 

 先月号に引き続き、今月号も

２月の代表質問の主旨&成果に

ついて報告します。 

■ 公立高校の制服の値段、 

価格差２倍！  

 奈良県の公立高校の制服は

それぞれの学校やＰＴＡでデ

ザインや製造業者、販売業者を

決めています。 

 実は、学校によって価格に大

きな違いがあることをご存知

でしょうか。 昨年 10月の決算

審査特別委員会で私が初めて

取り上げるまで、公立学校の制

服の価格は他校同士で比較さ

れることもなく当事者である

学校関係者だけしか知りませ

んでした。 

 県教育委員会でさえ各学校

の制服の価格を把握していま

せんでした。 そこで、10月決

算委員会で学校ごとに制服の

値段に違いがあることを指摘

し、その後初めてすべての県立

学校の制服、鞄や体操服などの

値段の調査が行われました。  

 その結果、学校間において価

格差が２倍もあるということ

が明らかになりました。 

 具体的に価格差が大きくな

りやすい女子冬服一式で、最も

安い２万 4400 円に対し、最も

高い価格は５万 2900 円とまさ

に２倍以上だったのです。    

■ 価格差の原因  

 公立高校の制服なのに発生

する価格の差は、多少のデザイ

ンの違いや生地の違いだけで

これほどの差が出るとは考え

られません。契約の方法による

違いが大きいと考えます。最も

制服価格が安い高校は３年毎

に入札を行っていました。一方、

最も制服価格の高い高校は一

者随意契約となっていました。

本来、民間と公共との契約は入

札により行われるべきです。こ

の高校のみならず一者随意契

約の高校は 64％、契約の見直

しをしていない高校も 52％に

も上りました。中には、開校以

降 30 年近く見直しがなく、随

意契約が続いているケースや、

同じ製造業者が同じようなデ

ザインや生地で製作した男子

生徒用の学生服で大きく価格

が異なるケースもありました。  

 先ほど例に挙げた女子冬服

の一番価格が高かった高校で、

シャツの着替えや夏服や指定

の鞄など制服一式をそろえる

と、８万 8200 円。これに指定

の体操服や上履き等を加える

と、なんと 10 万を超える金額

となります。  

 いま６人に１人が子どもの

貧困と言われています。連鎖す

る貧困を断ち切るために大切

なのは教育。そんな中にあって、

学校の教育現場において学校

が指定する制服の契約に関し

てなんら努力が行われていな

いことによって、家計を圧迫し

ている実態があるのです。    

■ ガイドライン作成へ  

 決算委員会、２月本会議での

質問を受け、公立高校の制服契

約に関するガイドラインの作

成が決定しました。このガイド

ラインで各学校に「学校指定物

品検討委員会」を設置すること

が明記されました。ここで、指

定物品の必要性の点検や見直

し、選定理由や決定の経緯等に

ついて明らかにする事が求め

られるようになります。 

 そもそも「指定の必要性があ

るか」から始まり、「市場でよ

り安く買えないか」や、「指定

理由を生徒保護者に説明がで

きるか」これらの協議から、透

明性、保護者負担の軽減につな

げてまいります。 
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